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平成

昭和

　　　 年 月 日設立 大正

明治

（ ー ）
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年 月 日 年 月 日

時 分

00 分

日曜日 時 分 ～

開 所 時 間 2･3号

分

土曜日 7 時 30 分 ～ 19 時

30 分 ～ 19 時 00平日 7 時

平成 28 3 31

連携施設の名称（地
域型保育のみ）

認可年月日 平成 28 3 28 確認年月日

園長の氏名・職名
フリガナ サカモト　コウイチ

職　名 園長
氏　　名 坂本　幸一

FAX番号 055 276 3636

E-mail
アドレス ryuouminami@arakawa.ed.jp

施設の所在地
・ 連 絡 先

郵便番号 400 0117

山梨県 甲斐市西八幡1473-1

電話番号 055 276 1900

山梨県 山梨県甲府市池田１－１０－３０

電話番号 055 251 9388 FAX番号 055

施 設 名 称 竜王南あら川保育園

法人の設立年月日 昭和 54 8 16

法人が実施している
事業名

保育所

事業所番号 1921051000202

フ リ ガ ナ リュウオウミナミアラカワホイクエン

251 9389

E-mail
アドレス jim@arakawa.ed.jp

法人等の種別 社会福祉法人 法 人 所 轄 庁 山梨県

申
 
請
 
者

フ リ ガ ナ ｼｬｶｲﾌｸｼﾎｳｼﾞﾝ　ｼﾞｮｳｻｲﾌｸｼｶｲ

法 人 等 名 称 社会福祉法人　城西福祉会

主たる事務所の

所在地・連絡先

代 表 者 の
職 名 ・ 氏 名

職
名
理事長

フリガナ サカモト　コウイチ

氏　　名 坂本　幸一

郵便番号 400 0062
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保育所

人 人 人 人

人 人 人 人

学級 （１学級当たり 人）

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

有

無

㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡

㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人

㎡ ㎡/人

6 245.46

園庭
設置場所 全体の面積 満２歳以上児１人当たり面積

敷地内 2,771.22 27.16

常勤職員の労働時間 8 時間

施
設
設
備

設　備 園舎 乳児室 ほふく室 保育室

１人当たりの面積 3.90 3.80 3.35 2.40

遊戯室

居室数／面積 546.45 1 45.65 2 87.15

2

医師（嘱託医） 有  ※内科医、歯科医の両方いる場合に「有」

教育・保育従事者1
人当たりの園児数

6.70　 人（非常勤職員は常勤換算して算出）

平均経験年数 26 8 1 1

専　従 兼　務 専　従 兼　務 専　従 兼　務 専　従 兼　務

学 級 編 制 9 14.77

職
員
の
状
況

職　種 主任保育士 保育士 調理員 その他職員

配　置
職員数

1

非常勤 3 1

常　勤 1 16

利　用　定　員

2号認定
５歳児 ４歳児 ３歳児 合計

25 23 26 74

3号認定
２歳児 １歳児 ０歳児 合計

28 26 12 66

休園日
※夏季休園日○月○日～△月△日、
○○行事の振替休日○月第△曜日

のようにご記入下さい

日曜、祝日、年末年始
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保育所

有
無

有
無

敷地内
隣接地

有

教育・保育の提供内容に
関する特色

マット運動や鉄棒などすることにより、腕の力をつけケガをしにくい体づ
くりや脳の発達を助けるよう活動しています。
また、かけっこや体操で子ども達に競争をさせ、勝った時の喜びや負けた
時の悔しさを教えています。向上心を持って活動に取り組めるよう、保育
士が工夫をしています。
なるべく自分のことは自分で出来るよう「見守る」保育も心がけていま
す。

利用料
（実費徴収・上乗せ徴収）

課外活動として体操教室、水泳教室があります。

苦情に対応する
窓口の状況

窓口設置の有無 苦情内容記録の有無 市町村への報告の有無

有 有

運営方針

1.子供第一主義で考えます全ては子ども第一で考え行動します。自分たちの子供を入園させたい園となれるように頑張ります。
2.食事を大切にします食事は非常に大事です。どのような形で保育士が子供に食事をさせているかということが、よい保育園か
どうかの大きな判断基準になる。保育園では、とにかく、子供の栄養という観点からのみ食事が考えられて、嗜好あるいは味覚
は二義的になりがちですが、おいしいと感じる味のよさが大切です。
給食担当職員は、レストラン同様に暖かいものは暖かく、冷たいものは冷たく。彩に工夫をして食欲をそそるような配慮をしま
す。日本で一番だといわれるような給食を目指します。
3.教育をしっかり行います教育も非常に大切な要素です。保育園保育指針の内容も文字や図形を覚えさせることから、遊びを通
じた体験をさせるという方向に変わってきている。文字や図形をどれだけ教えるかということでなく、子供たちにどのように生
活力をつけていくかということが大切になります。保育園のしつけ力です。現在は、地域あるいは家庭のしつけ力が低下してお
り、それを補完、あるいは代替するしつけを保育園で行います。
4.くつろいだ環境を作ります保育園は、長時間子供たちが過ごす場所です。子供たち一人一人を大切にし、教育目標を遵守して
くつろいだ環境を作り出し子供たちの自立を支援します。

教育・保育の内容

教育に力を入れ「体操・ワーク（読み書き計算）・音楽」を毎日行っております。毎朝１
時間椅子に座りワークを行うことで、集中力を養い、小学校へ行っても先生の話を40分間
聞ける子に育てます。
しつけの三原則と言われる「① 挨拶をしっかりできるようにする。 ② 立ったら椅子を
しまう ③ 『はい』の返事をしっかりする」を教え人生の基本を身につけます。

子育て支援の実施状況
（実施している場合）

入園のご相談や入園後の子育てに関するご相談を受けています。
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